
別紙１

法人名：社会福祉法人　旭が丘学園

１．重要な会計方針

（１）有価証券の評価基準及び評価方法
　　　　該当なし
（２）固定資産の減価償却の方法
　　　　建物並びに器具及び備品―定額法
（３）引当金の計上基準
　　　　退職給付引当金―一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会退職共済掛金
　　　　賞与引当金－夏季賞与に係る金額にうち、当該会計年度の負担に属する額を計上している。
（４）その他の計算書類作成のための基本となる事項
　　　　当法人は社会福祉法人会計基準（平成２３年７月１７日制定）により会計処理を行っている。

２．法人で採用する退職給付制度

（１）独立行政法人福祉医療機構退職共済制度
（２）一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会退職共済掛金

３．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。
（１）法人全体の計算書類（第１号第１様式、第２号第１様式、第３号第１様式）
（２）社会福祉事業における拠点区分別内訳表（第１号第３様式、第２号第３様式、第３号第３様式）
（３）各拠点区分におけるサービス区分の内容
　　　　ア「法人本部」拠点区分（社会福祉事業）
　　　　　　　法人本部
　　　　イ「旭が丘学園」拠点区分（社会福祉事業）
　　　　　　　旭が丘学園サービス区分
　　　　　　　児童家庭支援センターサービス区分
　　　　　　　

４．基本財産の増減の内容及び金額

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。
(単位：円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
33,398,012 11,659,238 0 45,057,250

179,423,126 73,315,000 14,061,794 238,676,332
212,821,138 84,974,238 14,061,794 283,733,582

５．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し

　該当する事項はない。

６．担保に供している資産

担保に供されている資産は以下のとおりである。
8,560,000円

129,974,043円
6円

138,534,049円
土地（基本財産）　気仙沼市舘山二丁目５１―１　　　　　　7,800,000円
土地（基本財産）　気仙沼市舘山二丁目５３―２　　　　　　　760,000円
建物（基本財産）　気仙沼市舘山二丁目５１―１-1　　　　　　　　　1円
建物（基本財産）　気仙沼市舘山二丁目５１―1-2　　　　　94,360,849円
建物（基本財産）　気仙沼市舘山二丁目５１-1-5　　　　　　35,613,193円
建物（その他の固定資産）　気仙沼市舘山二丁目51-1-6　　　　　　　　6円
担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

5,250,000円
5,250,000円

７．有形固定資産得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は以下のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額 当期末残高
520,624,343 281,948,011 238,676,332
55,831,567 42,535,212 13,296,355
17,849,960 11,641,707 6,208,253

計算書類に対する注記（法人全体用）
令和 5年 3月31日現在

基本財産の種類
土地
建物

合　計

土地（基本財産）
建物（基本財産）
建物（その他の固定資産）

計

設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）
計

建物（基本財産）
建物
構築物
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計算書類に対する注記（法人全体用）
令和 5年 3月31日現在

7,537,487 5,672,131 1,865,356
15,984,558 11,929,813 4,054,745
63,077,596 44,458,808 18,618,788

680,905,511 398,185,682 282,719,829

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　該当する事項はない。

９．関連当事者との取引の内容

　該当する事項はない。

１０．重要な偶発債務

　該当する事項はない。

１１．重要な後発事象

　該当する事項はない。

１２．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受け

　該当する事項はない。

１３．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らかにする
  ために必要な事項

　該当する事項はない。

機械及び装置
車輌運搬具
器具及び備品

合　計


